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１ ． 中 小 建 設 業 が 担 い 手 を 確 保 す る た め の 課 題  

（ 1 ） 就 労 環 境 の 改 善  

 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 に よ り 労 働 力 不 足 と な っ て い

る 。 く わ え て 建 設 業 は 、 休 日 が 少 な い 、 賃 金 が 低 い 、

汚 い な ど 就 労 環 境 が 悪 く 、 社 会 的 地 位 が 高 い と は 言 え

な い 職 業 で あ る た め 、 離 職 者 が 多 く 、 入 職 者 が 少 な い

状 態 で あ る 。  

（ 2 ） 熟 練 技 術 者 の 高 齢 化  

 生 産 年 齢 人 口 が 減 り 労 働 力 不 足 と な る 中 、 建 設 業 は

中 高 年 齢 層 が 現 場 を 支 え て い る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、

技 能 労 働 者 約 3 3 0 万 人 の 内 、 5 5 歳 以 上 の 割 合 が 3 5 % 、

6 0 歳 以 上 が 2 5 % で あ り 、 今 後 1 0 年 ほ ど の 間 に 大 半 が

引 退 す る と 見 込 ま れ て い る 。  

 今 後 、 明 ら か に 労 働 力 が 不 足 す る こ と を 考 え れ ば 、

労 働 力 を 補 う 対 策 が 必 要 で あ る 。  

（ 3 ） 技 術 の 継 承 の 困 難 化  

 熟 練 技 術 者 の 持 っ て い る ス キ ル や ノ ウ ハ ウ の 多 く は

暗 黙 知 で あ り 、 若 手 技 術 者 の 育 成 ・ 技 術 の 継 承 は 、

O J T に 依 存 し て い る 。 し か し 、 人 材 不 足 な ど に よ り 業

務 が 多 忙 と な る な ど 、 熟 練 技 術 者 と 若 手 技 術 者 が 分 業

せ ざ る を 得 な く な る な ど の 理 由 で O J T の み に 依 存 し た

人 材 育 成 ・ 技 術 の 継 承 が 難 し く な っ て い る 。  

 こ の 様 な 状 況 を 放 置 す れ ば 、 若 手 技 術 者 の 技 術 力 が

さ ら に 低 下 し 、 社 会 資 本 整 備 の 品 質 低 下 を 招 き 、 さ ら

に 労 働 条 件 や 労 働 環 境 が 悪 く な る 恐 れ が あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 は 、 就 労 環 境 の 改 善 で あ る 。 就 労 環

境 を 改 善 す る た め に は 建 設 業 の 生 産 性 を 向 上 さ せ な け

れ ば な ら な い 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

① C I M / B I M を 用 い た 三 次 元 デ ー タ を 活 用 し 、 フ ロ ン ト

ロ ー デ ィ ン グ の 考 え を 取 り 入 れ な が ら 生 産 プ ロ セ ス の

最 適 化 を 図 る 。  

② マ シ ン コ ン ト ロ ー ル に よ る 重 機 施 工 や ド ロ ー ン に よ

る 測 量 ・ 完 成 検 査 な ど 、 I C T を 活 用 し た 自 動 化 、 ロ ボ

ッ ト 化 を 図 る 。  

③ コ ン ク リ ー ト 工 の 規 格 を 標 準 化 し 、 鉄 筋 の プ レ ハ ブ

化 な ど に よ り 技 能 労 働 者 の 負 担 を 軽 減 す る 。  

④ 二 カ 年 国 債 や ゼ ロ 国 債 を 活 用 し て 工 事 の 発 注 時 期 、

施 工 時 期 を 平 準 化 し 年 間 を 通 し て 工 事 の 偏 り を 無 く す

こ と に よ り 企 業 の 経 営 を 安 定 化 す る 。  

３ ． 解 決 策 の 波 及 効 果 と 新 た な 懸 案 事 項 と 対 応 策  

（ １ ） 波 及 効 果  

 建 設 労 働 者 の 就 労 環 境 を 改 善 し 生 産 性 向 上 を 図 れ ば 、

効 率 よ い 社 会 資 本 整 備 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 国 民

の 安 心 ・ 安 全 な 生 活 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、

地 元 企 業 の 経 営 の 安 定 化 を 図 る こ と も で き る 。  

（ ２ ） 新 た な 懸 案 事 項 と 解 決 策  

 新 技 術 の 開 発 や 様 々 な 検 討 を 行 う に は 、 個 別 の 企 業

や 行 政 主 導 だ け で は 難 し い 。 こ の た め 、 産 官 学 が 共 同

し た コ ン ソ ー シ ア ム を 推 進 し 対 応 す る 。  
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 ま た 、 地 域 の 中 小 企 業 な ど で は 、 三 次 元 デ ー タ の 活

用 や I C T の 導 入 、 そ の た め の 人 材 育 成 な ど の 負 担 が 大

き い 。 全 国 に サ ポ ー ト セ ン タ ー を 立 ち 上 げ サ ポ ー ト 体

制 を 構 築 す る べ き で あ る 。  

 さ ら に 小 規 模 工 事 な ど で は 採 算 が 取 れ な い な ど の 問

題 が あ り 、 工 事 の 特 徴 を 踏 ま え た 積 算 基 準 の 見 直 し が

必 要 で あ る 。  

４ ． 業 務 と し て 遂 行 す る に あ た り 必 要 な 要 件 ・ 留 意 点  

（ １ ） 倫 理 の 観 点  

 建 設 業 は 、 社 会 資 本 の 新 規 整 備 、 維 持 管 理 、 防 災 対

策 、 災 害 復 旧 な ど 社 会 の 守 り 手 と し て 欠 か せ な い 存 在

で あ る 。 し か し 、 労 働 力 不 足 な ど 生 産 性 を 改 善 で き な

い ま ま 放 置 す れ ば 、 社 会 資 本 整 備 の 品 質 低 下 を 招 き 、

国 民 の 安 心 安 全 な 生 活 を 確 保 出 来 な く な る 恐 れ が あ る 。

 こ の 様 な 事 態 に な ら な い た め 、 常 に 技 術 力 の 向 上 、

生 産 性 の 向 上 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

（ ２ ） 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点  

 技 術 者 と し て 持 続 可 能 な 社 会 を 構 築 し て い く た め に

は S o c i e t y 5 . 0 や S D G s な ど の 新 し い 潮 流 に も 取 り 組 む

必 要 が あ る 。 S o c i e t y 5 . 0 で は 、 例 え ば 災 害 時 、 ド ロ

ー ン や G P S で 観 測 し た 情 報 を 個 人 の ス マ ー ト フ ォ ン な

ど に 提 供 す る 。 誰 も が 質 の 高 い 生 活 を 送 れ る よ う に な

る 取 り 組 み で あ り 、 S D G s の 目 標 達 成 に も 貢 献 す る と

期 待 さ れ て い る 。 た だ し 、 S D G s は 相 互 に 関 係 し あ う

1 7 の 目 標 を 達 成 し な け れ ば な ら な い 。  － 以 上 ―  


